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　はじめに

マングローブは熱帯・亜熱帯の河口汽水域に
生育する耐塩性植物の総称であり，それによって
形成される林のことをマングローブ林という．陸
域から海域への移行帯（エコトーン）を形成し，
それぞれの地に適応した特徴的な生物が生息する
場となっていることから，生物多様性保全上も重
要な地域と位置づけられている（松田，2011）．
マングローブ域では，鳥類や魚類のほか，甲殻類
などの多くの無脊椎動物など多様な生物が生息し
ており，これらの生物からなる生態系をマング
ローブ生態系と呼ぶ（福岡ほか，2010）．鹿児島
県には奄美大島や屋久島，種子島などにマング
ローブ林は広がっており，特に奄美大島の住用川
と役勝川に広がるマングローブ林は県内最大であ
る．住用マングローブ林はメヒルギとオヒルギか
ら構成されている．過去に林・山本（2011）や三
浦（2012）が住用マングローブ林とその前浜に広
がる干潟での調査を行った．しかし，いずれも広
い林内における底生生物の分布と生息環境の空間
変異をとらえていない．そこで本研究は住用マン
グローブ林の広い範囲で調査をし，出現した生物
を記録し，マングローブ林内における底生生物の
分布について明らかにすることを目的とした．

　調査地と方法

調査は 2017年 7月 9日から 7月 11日の干潮時
で 3日間行った．住用マングローブ林は住用川と
役勝川や支流に挟まれており，マングローブ林は
幾つかの林に分断されている形となっているため
（図 1-M），調査は川やマングローブ林内を流れる
支流に沿って行った．地点 Aから F（図 1-M）で
はそれぞれのポイントで数回，15分間の見つけ
取り調査と景観の撮影を行った（図 1-A~F）．地
点 Gから L（図 1-M）では生物調査をせず，景
観の調査だけを行った（図 1-G~L）．
奄美群島は 2017年 3月 7日に国立公園に指定

され，住用マングローブ林も特別保護地区となっ
た．そのため，捕まえた生物はその場で同定を行
い，記録をした．その場で同定が困難な種に関し
ては写真を撮影し，調査後に写真から同定を行っ
た．

　結果

住用マングローブ林の景観

地点 Aから Dまでは役勝川の支流のひとつに
沿って調査を行った．地点 Aでは水量の少ない
支流沿いに大型のマングローブ樹木が密に分布
し，支流から離れた場所には陸上植物が生育して
いた．林内にギャップがあり，マングローブ幼木
の生育が見られた（図 1-A）．地点 Bは支流に沿っ
てマングローブ林が生育していた．支流を覆うよ
うに樹冠がある地点であり，トンネルのような構
造となっている（図 1-B）．地点 Cは地点 Bより
も河口に近いため，川幅が広く，干潮時には広い
範囲が干出した（図 1-C）．地点 Dはマングロー
ブ林ではなく，干潟が広がっていた（図 1-D）．
この地点は地点 1から 3までを流れる支流が役勝
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川に合流する地点でもあった（図 1-M）．
地点 Eは林内から住用川に流れ込んでいる小

さな支流に沿って調査を行った（図 1-M）．この
地点は地点 Aの環境に近いが Aよりも支流の幅
が小さく，支流から離れた場所には陸上植物が生

育していた（図 1-E）．地点 Fは役勝川由来の支
流がマングローブ林内を流れ，その支流が河口へ
と流れる構造となっていた（図 1-M）．また支流
は 2つに分かれており，左側の支流が右側の支流
よりも大きかった．左側の支流は地点 Cに環境

図 1．Mは住用マングローブ林の上空写真．写真下側を流れる川が役勝川，上を流れているのが住用川．写真M内の A～ Fは
徒歩で調査した地点，G～ Lは景観の撮影のみを行った地点である．なお，写真Mは大成ジオテック株式会社よりご提供頂
いた．
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が近く（図 1-F），右側の支流の上の方は地点 A

に近い環境であった．しかし，両支流とも支流か
ら離れた場所には陸上植物が生育していた．
その他のポイントは住用川や役勝川に沿う形

で景観の調査を行った．役勝川に沿って行った調
査は地点 Gと Hであった．地点 Gは粒度が荒い
砂質性の干潟が地点 Dよりも小さいが広がって
いた（図 1-G）．地点 Hでは基本的にマングロー
ブ植物ではなく，別の陸上性の植物が生育してい
た．また，このポイントは地盤が高く，崖のよう
になっていた（図 1-H）．地点 I付近は地点 Gと
Hと違い，マングローブ植物が生育していた．ま
た他の地点と違い，地面が乾燥している地点にマ
ングローブ植物が生育していた（図 1-I）．地点 K

と Jは支流側に背の低いメヒルギが，その奥側に
オヒルギが生育していた（図 1-K）．また地点 J

は地点 Hと同じく傾斜が高く，土手のようになっ
ていた（図 1-J）．図 1-Lは住用川と役勝川の合流
付近に位置しており，川により地面が削られ，マ
ングローブ植物の根が露出していた．

確認された底生生物

今回の調査では 21種の底生生物が確認された
（表 1）．腹足綱 9，軟甲綱 12であった．生物調査
を行った全ての地点において，マングローブ林内
外に関わらずチゴガニを確認することができた．
また，フタバカクガニ Perisesarma bidensとユビ
アカベンケイガニ Parasesarma tripectinusはマン
グローブ林内全域で確認された．逆に，オキナワ
ハクセンシオマネキ Uca perplexaとツノメチゴガ
ニ Tmethypocoelis choreutes， コ メ ツ キ ガ ニ
Scopimera globose は干潟のみでしか確認すること
ができなかった．オキナワアナジャコ Thalassina 

anomalaは川沿いで確認されたが，マングローブ
林内で本種が生息しているとみられる塚が確認さ
れたためマングローブ林内で見られた種にした．
今回の調査で鹿児島県の準絶滅危惧は 2種，絶滅
危惧 I類は 2種，絶滅危惧 II類は 2種，分布特性
上重要は 7種が発見された．

林内で採集された希少種

以下に本調査で見られた希少種について，鹿
児島県レッドデータリストのカテゴリとともにま
とめる．

カタシイノミミミガイ（図 2-a）絶滅危惧 I類
Cassidula crasssiuscula Mousson, 1869

　マングローブ林内全地点で確認された．この種
は鹿児島県では奄美大島でしか確認されておら
ず，マングローブ林の潮上帯の落葉層の中に生息
していることが多い（鹿児島県環境林務部自然保
護課，2016）．環境省は本種を準絶滅危惧として
いる．

シマカノコガイ（図 2-b）絶滅危惧 II類
Nerita (Vittina) turrita Gmelin, 1791

　マングローブ林内の 1地点のみで確認された．
鹿児島県が分布の北限となっており，近年県本土
でも採集されている．生息域はマングローブ干潟
を中心に生息し，気根の根元や根元の泥状にも見
られる（鹿児島県環境林務部自然保護課，2016）．
環境省は本種を準絶滅危惧としている．

ムラクモカノコ（図 2-c）絶滅危惧 II類
Nerita (Vittoida) variegata Lesson, 1831

マングローブ林内の 1地点のみで確認された．本
種は奄美市以南に生息し，鹿児島県が分布の北限
地となっている．生息域は渓流や小規模な滝のす
ぐ脇の飛沫で表面が濡れるような岩の上に付着し
ている（鹿児島県環境林務部自然保護課，2016）．

ヒロクチカノコ（図 2-d）絶滅危惧 II類
Neritina cormucopia (Benson, 1836)

　マングローブ林内の複数の地点で確認された．
本種は本州中部以南の内湾に生息する．三浦湾や
東京湾では絶滅したとされる．三河湾，瀬戸内海，
有明海に分布し，鹿児島県では薩摩地方，大隅地
方，奄美大島に分布する．生息域としては河口汽
水域の干潟の泥状に生息する．マングローブ林干
潟では落葉や朽ち木に付着していることが多い
（鹿児島県環境林務部自然保護課，2016）．環境省
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は本種を準絶滅危惧としている．

アリアケモドキ（図 2-e）準絶滅危惧
Deiratonotus cristatus (de Man, 1895)

　複数の地点で採集され，林・山本（2011）でも
確認されている．日本では北海道から沖縄島まで
広く分布する．生息域としては比較的大きな河川
の上流域，底質は砂泥もしくは泥で，ヨシやマン
グローブ域などが付属水域となる場所である（鹿
児島県環境林務部自然保護課，2016）．

オキナワハクセンシオマネキ（図 2-f）分類特性上重要
Uca perplexa (H. Milne Edwards, 1837)

　本調査では干潟域のみで確認された．日本では
本種は沖縄列島，八重山列島に分布し，マングロー
ブ林の下側の干潮時に露出する干潟の砂泥底に生

息する（鹿児島県環境林務部自然保護課，2016）．

ヤエヤマシオマネキ（図 2-g）分類特性上重要
Tubuca dussumieri (H. Milne Edwards, 1852)

　マングローブ内の 1地点のみで確認された．日
本での本種分布は主に石垣島と西表島である．内
湾の汽水域のマングローブ沼沢地に生息する（鹿
児島県環境林務部自然保護課，2016）．

オキナワアナジャコ（図 2-i）分類特性上重要
Thalassina anomala (Herbst, 1804)

　今回の調査ではマングローブ林の端で生きた個
体が採集され，塚が林内の複数箇所で見られた（図
2-j）．日本での分布域は南西諸島に限定されてお
り，マングローブ林域では 1 mもの大きな塚を作
り穴居する．

図 2．今回採集された希少種とその生息場所．a，カタシイノミミミガイ；b，シマカノコガイ；c，ムラクモカノコ；d，ヒロク
チカノコ；e，アリアケモドキ；f，オキナワハクセンシオマネキ；g，ヤエヤマシオマネキ；h，オキナワアナジャコ； i，オ
キナワアナジャコが作ったとされる塚．
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　考察

今回の調査で確認した生物のうち，腹足綱は
全種，甲殻類は一部の種を除いてマングローブ林
内で確認された（表 1）．絶滅危惧種であるカタ
シイノミミミガイやシマカノコ，ヒロクチカノコ
は落葉や根元などに生息することから，マング
ローブ植物の構造がこれらの生物に生息場所を提
供していると示唆される．オキナワハクセンシオ
マネキは干潟で，ヤエヤマシオマネキは林内で確
認された．両種は同じシオマネキ属に属するが，
前種は干潟に，後種はマングローブ林沼沢地に生
息する種であるとされている．オキナワアナジャ
コは今回マングローブ林の外側で発見されたが，
マングローブ林内に図 2-iのように塚が存在した
ことから，林内に生息していると推察される．ま
た，本種は夜行性であるため昼間の調査では確認
が難しい種であるため，今回は林内で確認するこ
とができなかったと考えられる．
今回の調査は見つけ取りが中心であったため，

表在性生物や巣穴からでてくるチゴガニのような
種のみが発見され，二枚貝やゴカイのような埋在
性生物を発見することはできなかった．しかし，
今回の調査だけでも絶滅危惧種や分類特性上重要
種が多く確認されており，かつ，その種の分布域
を明らかにすることができたことは重要であると
考えられる．
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